
紛
堕
を
棄
て
研
究
會
の
小
使

此
頃
の
低
氣
歴
再
来
に
盲
減
法
忙
し
が
つ
て
駆
け
廻
る
黒
田
子

給
筆
を
執
つ
て
は
藝
術
の
殿
棠
を
奥
の
院
ま
で
究
め
た
第
一
流
の
洋
祉
家
黒

〔一

昨

年
〕

田
沌
輝
氏
も
昨
年
同
族
に
推
さ
れ
て
上
院
に
議
席
を
得
て
か
ら
は
静
か
な
ア

ひ
っ
さ

ト
リ
エ
で
モ
デ
ル
と
院
め
つ
こ
す
る
よ
り
天
下
國
家
の
問
座
を
提
げ
て
國
政

に
奔
走
す
る
こ
と
の
方
が
お
氣
に
召
し
た
も
の
か
、
こ
の
程
政
界
の
中
心
に

低
氣
座
が
痰
生
し
て
内
閣
総
辞
職
か
改
造
か
暗
雲
低
迷
の
こ
の
頃

〔邸
橋
（
是

か
ら
だ

情
）
内
閣
は
こ
の
六
月
六
日
総
辞
戦
〕
は
更
に
あ
の
丸
い
謳
を
西
に
東
に
現
し
て

忙
し
が
つ
て
ゐ
る
、
き
の
ふ
も
朝
か
ら
司
法
大
臣
官
邸
に
出
か
け
て
筋
向
ふ

の
森
橋
首
相
官
邸
の
大
臣
會
合
の
集
行
や
如
何
に
と
案
じ
つ
4
午
後
四
時
近

く
ま
で
奥
の
一
室
で
秘
内
官
と
何
事
か
密
談
を
重
ね
て
出
か
け
て
来
た

『や
、
私
し
や
け
ふ
少
し
忙
し
い
ん
だ
が
…
…
是
か
ら
宮
内
省
へ
行
っ
て
お

紅
員
の
御
用
が
あ
る
か
ら
宅

へ
蹄
る
の
は
何
時
に
な
る
か
判
ら
ん
が
兎
も
角

忙
し
い
』
と
自
動
車
の
ハ
ソ
ド
ル
に
手
を
か
け
な
が
ら
『
併
し
私
は
綸
描
き

が
本
職
だ
け
れ
ど
議
員
に
な
っ
て
見
れ
ば
政
治
の
こ
と
は
國
民
と
し
て
多
少

な
り
益
力
し
な
け
り
や
な
ら
ん
と
思
っ
て
、
出
来
る
だ
け
お
勤
め
は
す
る
苗

り
で
す
よ
、
こ
れ
ま
で
だ
っ
て
全
然
政
治
に
趣
味
を
持
た
な
く
は
な
か
っ
た

が
何
し
ろ
本
職
が
給
描
き
だ
も
ん
で
つ
ひ
緑
が
遠
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
政
治

の
こ
と
は
ま
だ
素
人
で
私
な
ぞ
は
大
し
た
役
目
を
す
る
の
で
は
な
く
、
私
は

友
人
と
し
て
た
ゞ
知
人
の
所
を
訪
ね
る
の
と
、
研
究
合
の
方
は
謂
は
ゞ
小
使

同
様
お
使
だ
け
を
勤
め
る
位
の
も
の
で
す
よ
イ
ヤ
箕
常
に
：
・…、

斯
ん
な

繹
で
給
は
今
年
に
な
っ
て
小
さ
な
物
二
つ
三
つ
muい
た
ゞ
け
、
其
外
暇
を
見

に
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。

て
は
頼
ま
れ
た
肖
像
な
ど
描
い
て
ゐ
ま
す
が
な
か
な
か
迎
ば
な
い
で
ね

ッ
ハ

、
夏
に
な
れ
ば
少
し
給
の
方
も
描
い
て
見
度
い
と
思
っ
て
ゐ
る
が
、
臨

時
議
會
で
も
あ
れ
ば
ま
た
忙
し
く
な
る
か
ら
厄
介
で
…
…
』
と
汗
を
拭
く
け

れ
ど
も
研
究
會
常
務
と
し
て
の
活
躍
は
外
か
ら
見
れ
ば
除
り
厄
介
ら
し
い
様

子
に
は
受
取
れ
な
か
っ
た

r
東
京
美
術
学
校
近
畿
古
美
術
案
内
』
と
修
学
旅
行

修
学
旅
行

大
正
十
一
年
一
二
月
、
探
題
の
手
引
害
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
年
五
月
発
行
の

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
一
巻
第
一
号
に
は
次
の
よ
う
な
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

東
京
美
術
厚
校
長

東
京
美
術
辱
校
数
授

束
京
美
術
序
校
助
教
授

東
京
女
子
高
等
師
範
原
益
迄
晒
師

〔
マ
マ
〕

束
京
美
術
學
校
近
幾
古
美
術
案
内

修
學
旅
行

四
六
半
裁
細
長
形
、
本
文
五
琥
二
百
十
頁
、
表
紙
木
版
四
度
刷
、

案
内
地
圃
附

．
定
債
金
笠
皿
八
拾
錢
〇`
こ

本
四
は
著
者
が
東
京
美
術
學
校
に
於
て
再
三
計
珈
し
た
る
近
幾
古
美
術
宜
地

〔
マ
マ
〕

研
究
旅
行
の
案
内
用
と
し
て
痰
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
近
幾
の
古
社

寺
約
百
三
十
に
就
き
建
築
、
給
益
、
彫
刻
、
エ
葱
及
由
緒
を
簡
明
に
繁
範
度

に
従
ひ
記
述
せ
る
も
の
な
り
、
方
今
古
美
術
研
究
の
旺
盛
な
る
時
、
奈
瓦
、

京
都
地
方
に
遊
ば
ん
と
す
る
人
士
の
必
ず

一
本
を
備
ふ
可
き
も
の
な
り
、
殊

に
径
頭
心
案
内
地
関
は
頂
要
な
る
古
美
術
の
所
在
を
明
示
し
、
巻
尾
の
旅
行

日
程
は
旅
行
者
の
蚊
瓦
の
参
考
た
る
可
し
開
裁
優
美
に
し
て
然
も
携
帯
記

④
 

正
木
直
彦
先
生
序

大
村
西
崖
先
生
閲

田
邊
孝
次
氏
著
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一
、
各
科
第
五
年
級
生
徒
ニ
シ
テ
京
都
、
奈
艮
地
方
古
美
術
宜
地
見
學
旅
行

二
参
加
希
茎
者
↑
本
心
得
承
知
ノ
上
来
三
月
十
五
日
迄
二
左
記
参
加
届
ヲ

差
出
ス
ヘ
シ

二
、
旅
行
ハ
来
四
月
十
五
日
ョ
リ
五
月
一
日
頃
マ
デ
日
数
凡
十
七
日
問
ト
ス

三
、
旅
行
参
加
者
〈
旅
行
日
程
豫
定
表
二
示
ス
時
刻
二
遅
レ
ザ
ル
様
東
京
騨

東
京
美
術
學
校
各
科
第
五
年
級
生
徒
修
駆
旅
行
心
得

（
大
正
十
四
年
二
月
）

入
に
便
な
り
、
敢
て
江
湖
の

一
設
を
戒
む
。

東
京
美
術
駆
校
々
友
會
疲
行

東
京
市
本
郷
低
沿
島
六
丁
目
舟
香
地

獲

双

所

日

本

美

術

嬰

院

鼈
話
小
石
川
三
五
一
九
番

板
替
東
京
五
八
八
八
番

渡
辺
香
涯
原
画
に
よ
る
木
版
色
刷
り
の
表
紙
を
用
い
た
こ
の
小
冊
子
は
本
校

生
徒
の
修
学
旅
行
携
帯
用
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
簡
便
な
古
美
術
見
学
旅

行
手
引
柑
で
あ
っ
た
た
め
、
外
の
学
校
の
生
徒
に
も
愛
用
さ
れ
た
と
い
う
。
現

在
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
で
発
行
し
て
い
る

『豆
直
這
サ
砂
古
美
術
見
学

手
引
』
は
昭
和
四
十
七
年
に
芸
術
学
科
の
故
新
規
矩
男
教
授
の
監
督
の
も
と
に

新
た
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
既
に
四
回
の
改
訂
を
経
、
学
生
に

愛
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
形
は
こ
の
四
六
半
裁
の
小
冊
子
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
。な
お
、
大
正
期
に
お
け
る
古
美
術
見
学
旅
行
の
実
施
俯
況
を
窺
う
こ
と
の
で

き
る
記
録
が
現
存
す
る
の
で
参
考
の
た
め
掲
域
す
る
。

校友会月報に掲載された修学旅行

成績の一部

右上小野佐世男筆醍醐寺外図

右下 岩田貨太郎筆大野寺山門

上 顔水龍筆旅行スケッチ

卓 」
’‘{{; ? 
涵ふベ・

＼ 

巴 —
大正11年発行『近畿古美術案内』

（矢野孝昭氏提供）
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四
、
本
旅
行
中
社
寺
行
物
等
ヲ
践
翌
ス
ル
ニ
営
リ
テ
ハ
租
ヲ
失
セ
ザ
ル
様
特

ニ
注
慈
ス
ヘ
シ

五
、
生
徒

ハ
穂
テ
指
磁
職
員
並
二
生
徒
委
員
ノ
指
揮
二
従
フ
ヘ
シ

徒
委
員
ハ
本
校
之
ヲ
命
ス

六
、
生
徒
ノ
服
装

ハ
制
服
制
帽
ト
ス

七
、
指
荘
職
員
ハ
旅
行
中
生
徒
全
閥
ヲ
監
密
ス

八
、
本
修
學
旅
行
参
加
者
二
到
シ
テ
ハ
校
友
會
ョ
リ
多
少
ノ
補
助
ア
リ

九
、
旅
行
参
加
ノ
生
徒
ハ
来
六
月
二
十
日
迄
二
必
ラ
ズ
修
根
旅
行
報
告
ヲ
数

務
係
ヲ
紐
テ
指
磁
数
官
二
差
出
ス
ヘ
シ
同
数
官
ハ
之
ヲ
本
校
長
二
提
出

+
、
旅
行
参
加
ノ
生
徒
ハ
旅
行
中
卜
雖
モ
本
校
規
則
生
徒
心
得
及
本
旅
行
心

得
ヲ
堅
ク
遵
守
ス
ヘ
シ
若
シ
之
二
背
キ
又
ハ
指
辺
職
員
ノ
命
令
二
従

ハ

ス
若
ク
ハ
不
都
合
ノ
行
為
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
修
卑
旅
行
ヲ
差
止
メ
且

補
給
金
ヲ
支
給
七
ス
規
則
二
依
リ
テ
慮
分
ス
ヘ
シ

十
一

、
旅
行
参
加
生
徒
ハ
三
月
＝
―
十
日
正
午
迄
ニ
―

人

二
付
金
二
十
五
回
ヅ

ヽ
ヲ
出
張
中
ノ
宿
泊
料
茶
代
等
（
往
復
ノ
汽
車
賃
ハ
各
自
支
彿
フ
ヘ
キ
ニ

依
リ
此
中
二
含
マ
ズ
）
ト
シ
テ
豫
メ
本
校
會
計
掛
二
供
託
ス
ヘ
シ

十
二
、
旅
行
参
加
者
ハ
数
務
掛
ョ
リ
身
分
證
明
印
並
二
汽
車
割
引
券
ヲ
受
領

ス
ヘ
シ

十
三
、
旅
行
参
加
者
ノ
来
四
月
納
付
ス
ヘ
キ
授
業
料
ハ
五
月
十
五
日
ヨ
リ
同

月
十
七
日
迄
ノ
三
日
内
二
本
校
へ
納
付
ス

ヘ
シ

十
四
、
前
項
供
托
金
及
校
友
會
補
助
金
ヲ
合
箕
ス
ル
モ
猶
旅
毀
二

不
足
ヲ
生

ス

附

則

或
ハ
名
古
屋
葬
前
二
集
合
シ
指
迅
員
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ

但

ン`生

第
二
日
同
十
六
日
（
木
）

0
金
拾
七
邸

0
金
煎
拾
五
邸

計

四

拾

煎

回

〇

他

二

小

追

若

干

闘

…
…
…
…
：
此
ノ
慮
ヨ
リ
切
リ
放
ッ
ヘ
シ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:

修
學
旅
行
参
加
届
（
集
合
地
ヲ
指
定
｀
ン
一
方
ヲ
消
ス
ペ
シ
）

現
住
所

希
望
集
合
地

東

京

騨

科

五

年

生

名

古

屋

葬

前

姓

名

印

私
儀
今
回
ノ
修
學
旅
行
二
参
加
仕
度
此
段
及
御
届
候
也

大

正

十

四

年

月

日

東
京
美
術
學
校
長
正
木
直
彦
殿

名
古
屋
繹
下
車

奈
艮
京
都
地
方
古
美
術
宜
地
見
學
旅
行
日
程
豫
定
表

大
正
十
四
年

四

月

第

一
日
四
月
十
五
日
（
水
）
午
後
七
時
一二
十
分
東
京
郭
集
合

十
分
同
騨
焚
車
（
明
石
行
）

午
前
六
時
二
十
二
分

出
張
中
ノ
宿
泊
料
、
茶
代
等

同
八
時
四

諄 内

乗
物
咬

金
四
皿
六
十
三
錢

金
五
回
除
近
距
離
ノ
汽
車
、
電
車
、
自
慟
車
位

〔

二

〕

ジ
タ
ル
場
合
ハ
更
ハ
追
徴
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

（
参
考
）
京
都
奈
―
良
地
方
修
學
旅
行
費
概
釘
調

金
四
回
四
十
四
錢

自
東
京
騨
至
二
見
浦
騨
（
二
割
引
ニ
シ
テ
）

金
在
邸
五
拾
六
錢
自
山
田
騨
至
奈
哀
騨
（
同
）

金
五
拾
一一＿錢

自
奈
艮
騨
至
京
都
繹
（
同
）

自
京
都
繹
至
東
京
騨
（
同
）
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第
六
日
同
一

＿十
日
（
月
）

第
三
日
同
十
七
日
（
金
）

第
四
日
同
十
八
日
（
土
）

第
五
日
同
十
九
日
（
日
）

法 西

寺

唐

招

提

寺

鼓

槻

、
他
法
拡
、
開
山
益

栗

師

寺

―

―

―

重

塔

、
東
院
堂
、
佛
足
営

蛮
艮
縣
生
駒
郡
法
隆
寺
村
大
黒
屋
旅
館
宿
泊

断

寺

法

大

正

介

院

前

東
大
寺
輯
害
門

不

退

寺華
寺
（
海
龍
王
寺
） 同

館

宿

泊

手

向

山

八

幡

東

大

寺

興

輻

寺

二
見
府
伊
勢
二
見

同
八
時
名
古
屋
騨
前
ニ
テ
旅
行
隊
編
成

名
古
屋
離
宮
拝
観

午
後
一
時
四
十
分

同
六
時

0
六
分

名
古
屋
郷
獲
車
（
凡
吼
行
）

朝
日
館
宿
泊

内
宮
、
外
宮
参
拝

午
後

0
時
十
七
分
山
田
繹
装
（
淡
町
行
）

同
四
時
0
六
分
奈
艮
騨
沼

奈
瓦
市
公
園
内

大
文
字
屋
旅
館
宿
泊

金
堂
、
東
金
堂
、
南
仰
堂
、

北
回
堂
、
一
二
重
硲
、
五
重
塔

南
大
門
、
大
佛
殿
、
鈍
槻
、

――
一
月
堂
、
二
月
堂
、
戒
培
院

室

第
七
日
同
二
十

一
日
（
火
）
長大

生野谷

寺寺寺

同 同

館

宿

泊

館

宿

泊

宮

寺

（

法

輪

寺

、
法
起
寺
）

午
後
一ー
一
時
十
一
分
法
陛
寺
郡
焚
同
四
時
一
l

-

十
四
分
櫻
井
騨
沼
軽
鐵
ニ
テ
初
瀬
荘

初
瀬
町
井
谷
屋
旅
館
宿
泊

大
和
闊
宇
陀
郡

中

室
生
寺
宿
泊

第
八
日
同
二
十
二
日
（
水
）
聖
林
寺
（
文
珠
院
）

談

山

紳

祉

岡

寺

（

橘

寺

、
安
居
院
、
久
米
寺
）

橿

原

紳

宮

神
宮
前
ョ
リ
砲
車
ニ
テ
奈
艮
ヘ大
文
字
屈
宿
泊

〔塔
頭
ヵ
〕

第
九
日
同
二
十
三
日
（
木
）
新
槃
師
寺
（
頭
塔
）

十

輪

院

（

極

兜

院

）

春

日

神

社

第
十
日

同

二

十

四

日

（

金

）

博

物

館

第
十
一
日
同
二
十
五
日
（
土
）
午
前
八
時
十
五
分
奈
一
艮
騨
焚

蟹

滴

寺

平

等

院

（

興

器

寺

、
宇
治
神
祉
、
橋
寺
）

座

輻

寺

桃
山
御
陵
参
拝
（
御
香
宮）

京
都
市
三
條
小
橋
布
袋
餡
旅
館
宿
泊
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J

の
大
正
十
四
年
四
月
の
旅
行
は
北
村
西
望
（
教
授
）
、
石
田
英

第
十
五
日
同
二
十
九
日
（
水
）
大

解
散
式
京
都
騨
装

同 同

館

宿

泊

法

界

寺

醍
醐
寺
――
―
抒
院
（
伏
見
稲
荷
）

ニ
テ

第
十
四
日
同
二
十
八
日
（
火
）

午
後
八
時

第
十
二
日
同
二
十
六
日
（
日
）
二
條
離
宮

京

都

御

所

仙
洞
御
所
（
下
鴨
神
社
）

修
學
院
離
宮
（
詩
仙
棠
）
同

（
同
）
、

出
装
一＿一
條
大
橋
ョ
リ
京
阪
遁
車

徳
寺
（
孤
蓬
庵
）

光

悦

寺

（
金
閣
寺
、
仁
和
寺
、
妙
心
寺
）

殷

隆

寺

（

嵐

山

）

――
―
十
三
間
堂
（
智
租
院
、
硲
盗
寺
）
館

宿

泊

菜
〕

第
十
六
日
同
一二
十
日

(O)
京

都

博

物

館

午
後
四
時
三
十
二
分

第
十
七
日
五
月
一
日
（
金
）
午
前
七
時
束
京
騨
沼
解
散

備
考
日
程
ハ
都
合
二
依
リ

一
部
愛
更
ス
ル
事
ア
ル
可
、
ソ

[

i

-
〕

五
月
＝
―
日
土
ハ
特
二
休
暇
ト
ス

東

第
十
＿
―
-
日
同
二
十
七
日
（
月
）
桂

離

宮

西

本

願

寺

寺

同

館

宿

泊
館

宿

泊

従
来
日
本
の
箕
金
屈
工
藝
は
生
産
と
い
ふ
こ
と
よ
り
美
術
方
面
に
重
き
を

大
正
十
二
年
六
月
十
八
日
の
『
都
新
聞
』
に
、
「
東
京
美
術
學
校
に
エ
藝
學

の
新
諧
座
金
屈
エ
葱
の
統
一
を
期
し
て
講
師
は
新
蹄
朝
の
鈴
木
氏
」
の
見
出

し
で
、
鈴
木
消
の
起
用
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑤
 

和
田
季
雄
（
助
教
授
）
、
新
納
忠
之
介
（
臨
時
屈
託
）
、
岸
熊
吉
（
同
）
、
阪
谷
良

之
進
（
同
）
、
関
保
之
助
（
同
）
、
増
井
兼
吉

(
m
u
記
）
、
北
浦
大
介
（
同
）
、
古

宇
田
正
雄
（
屈
）
が
引
率
に
あ
た
り
、
日
本
画
科
十
二
名
、
西
洋
画
科
十
八

名
、
彫
刻
科
塑
造
部
七
名
、
同
木
彫
部
五
名
、
建
築
科
四
名
、

図
案
科
九
名
、

金
工
科
七
名
、
鋳
造
科
―
二
名
、
漆
工
科
四
名
が
参
加
し
た
。

前
掲
の
修
学
旅
行
心
得
に
「
修
学
旅
行
報
告
」
提
出
義
務
の
規
定
が
あ
る

が
、
校
友
会
は
大
正
九
年
『
束
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
以
降
毎

巻
一
冊
を
修
学
旅
行
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
に
生
徒
の
報
告

内
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
今
日
で
も
生
徒
が
い
か
な
る
報
告
を
し
た

か
が
分
か
る
。
紀
行
文
、
日
誌
、
感
想
文
な
ど
が
多
い
が
、
吉
田
五
十
八
の

「
石
山
寺
金
剛
三
昧
院
多
宝
塔
形
態
比
較
論
」
（
第
二
十
巻
第
三
号
所
載
）
や
西

田
正
秋
の

「
仏
倣
の
顔
面
研
究
」

H
S
回

（第
二
十
四
巻
第
三
＼
五
号
所
栽
）
を

は
じ
め
と
し
て
学
究
的
な
内
容
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
修
学
旅
行
号

に
は
旅
行
の
日
程
表
、
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
、
旅
館
で
の
指
涵
教
官
の
講
話
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
見
学
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
旅
行
を
了
え
て
帰

京
し
た
後
は
「
旅
行
収
獲
展
」

と
題
し
て
旅
行
中
の
ス
ケ
ッ
チ
を
展
示
す
る
習

わ
し
だ
っ
た
ら
し
い
。

鈴
木
清
の
起
用
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